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No. 質 問 事 項 回    答 発生日／備考 

1-1 ライセンスファイルを所定のフォルダに置い

ているが、ライセンス・エラーが発生する。 

TURANDOT ではライセンスファイルとご利用 PC の MAC アドレスを 1 対 1 対応として認識しております。複数

の PC で TURANDOT を利用される目的で、複数のライセンスファイルを申請、所有されている場合、各 PC に

は、対応するライセンスファイルのみ保存するようにしてください。1 台の PC に複数のライセンスファイルを保

存すると、ライセンス・エラーが発生する可能性があります。 

2024 年 5 月 

1-2 損傷解析実施時にエラー（Invalid data）表示

が出る。解析実施後、Output フォルダ内に解

析結果ファイルが作成されていない。 

“Srf-Inf”o にて設定する”Sub-System Property Name”にスペースが使用されていたことが原因でした。 損傷

解析の際の”Sub-System Property Name”, “Damage Mode Name”の他、”Project Name”, “Model Name”には

スペースは使用せず、アンダーバー(_)やハイフン(-)を使用するようにしてください。 

 

2024 年 9 月 

FY2024 講習会 

1-3 TURANDOTをデスクトップPCにインストール

した後、当該PCにリモート接続するノートPC

で TURANDOT を利用することは可能か。 

利用可能です。但し、利用いただく PC のセキュリティ環境によって動作が異なりますので、そのような形態で

の使用を希望される場合は、事前確認頂いた上で、要すれば各社殿の情報セキュリティ担当部門にご相談く

ださい。 

2024 年 9 月 

FY2024 講習会 

No. 質 問 事 項 回    答 発生日／備考 

2-1 “Damage Mode”パネルで設定した損傷モー

ドの色と、”Modeler”で損傷モードを設定した

面の色が異なる。 

“Modeler”では、クリックした面が透明になるため、設定した色と異なって見えます。 2024 年 9 月 

FY2024 講習会 

2-2 モデル製作時にミラー(面や線を軸とした対

称なモデルの製作)機能があるとよい。 

TURANDOTは作成したモデル（パーツ）をグループ化してコピーする機能を有しております。TURANDOTのHP

に掲載しております演習（動画）の中では、グループ化及びコピー手法を具体的に説明していますので、ご確

認ください。 

2025 年 9 月 

FY2025 講習会 

1．エラー対処 

2．GUI 関連 
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3-1 デブリ環境モデル(MASTER 8.0.3)は

太陽-地球 L2 軌道を周回する宇宙

機においても有効か。 

太陽ー地球 L2 点に関しては、デブリ環境モデルに人工デブリが対応していないため、メテオロイド限定として回答致し

ます。 

TURANDOT の機能は地球周回・月周回・火星周回に限られているため、厳密な L2 には対応できません。また、

MASTER は通常の使用範囲が軌道半径 50 万 km 未満のため、L2 点では利用できません。MEM は使用範囲内と思

われますが、TURANDOT の軌道半径制限が 100 万 km 未満であるため対応できません。 

なお、MASTER 単独であれば”Lagrange Point"というオプション機能が太陽－地球の halo 軌道に対応しており、MEM

単独であれば中心天体を太陽として軌道設定できるようですので、それらで衛星を球とした解析などは可能と思われま

す。 

2023 年 10 月 

 

太陽-地球 L2 

点は、太陽とち

ょうど反対側で

地球から約 150

万  km の距離

にあります。 

3-2 TURANDOT 解析時のメッシュ幅の

設定に目安はあるか？ 

●メッシュサイズ設定には“Modeler”右上の“Grid Cut”を 

使います。クリックすると“Material Property Window”が開き 

ますので“Grid Length”に希望値を入力してください。 

デフォルト値は 500mm です。 

●メッシュを切る面の各辺の長さは設定値で割り切れない 

場合がほとんどですので、自動的に「設定値より小さな値 

で、かつ割り切れる長さ」、つまり設定値と等しいかまたは 

より少し細かいメッシュに補正されます 

●例えば 1400mm x 1000mm の面を 400mm 設定値で切る 

と、1400mm の辺は 350mm x 4 、1000mm の辺は、 

333.3mm x 3 に分割されます。 

●メッシュの細かさは、衛星自身による遮蔽がある場合の 

解像度に効きます。従って、遮蔽の影響があると考えられる 

部分は細かく切った方が精度が良く、遮蔽の影響が無い、 

あるいは少ない部分は粗く切った方が計算速度が速くなり、出力データサイズも小さくて済みます。 

2025 年 1 月 

3．解析条件／解析モデル 
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3-3 「微小デブリ衝突耐性評価標準

(JERG-2-144)」5.5 項記載の故障モ

ードとして「デブリが推進薬タンクを

貫通すること」を挙げる場合、損傷

限界の特定では推進薬タンクに至る

までの衛星構体や各種機器を考慮

する必要があると思う。対象の推進

薬タンクの配置により複数の材料を

貫通後に対象タンクに到達する場

合、どのような弾道限界式を用いる

べきか。 

例えば“Double Wall”損傷モード用いるべき例として、構体外板が 2mm の板、内部のコンポーネントが 3mm の板厚の

シャーシと想定した場合の考え方を以下に示します。 

 

上記の場合の具体的設定は以下の通りとなります。 

  
この際、内部の高圧タンクについては、表面の傷が問題になるため、タンクを保護している近傍の外板を貫通した時点

で、損傷とすることが妥当と考えられます。 

2025 年 1 月 
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3-4 TURANDOT で「未来の日付のエポ

ック」を設定して解析できるか？ 

MASTER 等のフラックスモデルがあれば解析可能です。但し、最新の Master8.0.5 Population Files ver.2408 には

Future がありませんので、解析できません。 

2025 年 12 月 

 


